池上研究室([理学部物理学教室],<特集>東京工業大学) by 片山
Title池上研究室([理学部物理学教室],<特集>東京工業大学)
Author(s)片山, 記








第 2のテーマは光散乱の研究で ある○ 強誘電体のブリルアン散乱は格子振動
と光との相互佐用の結果現われるもので,転移把伴を う散乱光変化か ら逆に音
響波の情報を碍 よ.うとすることであるo 1D年程前に Co.chranが強誘電性相
転移が 1てうの光学横波分枝の異常によって生 じると説明した?そのため遠赤外
吸収,中性子非弾性散乱,-X線の散慢散乱の研究が精力的に行食われた｡ ブ リ
ルアン-散乱 もこれに類似 した情報を与えるものと期待される｡ ~またこれに関連
して準赤外吸収の実験 も並行 して行覆っている0
第 5匠は漁誘電体の諸物性め妻馳走,夜らびに新 らしい強誘電体の発見 も意図
している｡
環在の研究室の人員構成は 8名 (うちD課程 2名,M課準 2名,卒研生 1名,
研究生 1名)であれ 研究グjt,-プ,I)単位 としてはちようどよいように思 う｡
この人員が各テーマに平均tてふ 少分け られてい,'LS ｡
池上研究室
当研究鼻は今か ら7年前池上助教授が米国ブノレフク-ブン国立研究所 よbd帝
国 し,開設 した研究室です｡当研が所属 している,講座は講座外講座と呼ばれ,
工学部か らの借用講座 と浸っています｡ 名前の如 (研究分野は限定され.ません O
野沢豊書教授の研究室はプラズマ理論物理を専攻して伍ますし,池上研接低t-エL
ネルギー原子核現象を実験対象 としています｡ 現在は助教授池上栄胤 ,助手森
信俊平,I)5足立,片山,M'2刈谷,M l青木,･学部 4年生御代)侶 高山の 8Q.
名で構威 されています｡ 6- 7年前当研は赤貧の様を状態か ら自称 でバクヤ研
究室 ')と.して.A,クー トしました. 研究室全員,学内を歩 くときは常にバクヤ的
恵視線を持つ よう心掛け,この 6年間 バ クヤ方式で手に入れた琴材か ら多 くの









に.よって既に明 らかにされていましたO この状態が原子核の集団遍動 と粒子運
勢とが結合 した状態であることを明らかにしたのが池上,村岡 (阪大援).の仕





keV) 電子の検出装置等) を駆使 して 宴57Rb46原子核の励起構造を調べ,こ
の核教本のACS及び5keVの励起状態等の存在を兄い出しています｡
(2)強磁性体内部磁場を用いたA- 190偶々核の励起状態の磁気能率 の測
定 :この数年間,研究室の方針 として,A CSの仕事とともに変形核から球形
核に移行する遷移領域 (A- 190)の偶々核の電磁気的な構造を研究 してき
ました｡最近足立,片山は 18808, 19008, 192pt, 194pも,痩.0億V)二つ
の2十状態の磁気能率を測定 し,従来の理論では説明できない興味韓い結果を









内で陽子 と直接相互作用 して飛び出る電気単極遷移 (EO遷移 と略す)は原子
榎に関する重要を知見を与えるにも拘わらず,その検出は実験的にはかをb困
難です｡ 池上助教授はこの方面の権威として知られ,4年前広瀬,森層 ととも
に192ptの21+,22+状態間のEOの検 出に成功 し,A- 190の遷移領域で
のEO遷移の極めて興味疎い相関を発見しています｡
















｢応用物理学科で行 をわれる教育 と研究は理学に基礎をおいて工学 ･工業
の発展に絶えず注意を向けをが ら,それ らの発展の基礎を築 く役割 Dを受け
持つことを主要を目的として行をわれる｡･･････- ｡ この目的を達成するため
には応用物理学科といえ ども,学習は物理学だけに重点をお くことを(,数
学と化学の専門 としての素養 もできるだけ広 く深 くもってその活動範囲を広～
くすること孝三望ま しいp ･.･･･ ･--･.学科で行をわれる教育の具体的内容は ･･･
･････とくに｢応用｣とい うことを強調 してh夜い｡ また所属教官の大多数




パターンに従って6講座よb夜 D , 法令上応用解析学,数理統計学,温度物理
学,応用電磁気学,応用分光学,応用計測学の諸講座がおかれておD,学部学
生の定員は 40人であるo まーた,昭和 40年には学科に関連する大学院専攻 と
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